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第 13 回 アジア中古車流通研究会のお知らせ   
 
主催 ： 京都大学東アジア経済研究センター 
後援 : 京都大学東アジア経済研究センター支援会 
 
2015年 5月 23日(土) 13時 
 
於 京都大学経済学部 みずほホール (法経東館地下 1階) 







□深尾 三四郎 (浜銀総合研究所調査部産業調査室副主任研究員) 
マクロ統計分析から読み解く国内新車販売市場と中古車輸出市場の現状 
 
□藁科 吉晴 (フジヤマトレーディング代表取締役社長 日本中古車輸出業協   
同組合副理事長) 
  2015 年中古車輸出概要－業界概要と課題点－ 
 
         ３．ディスカッション 15:10-16:15 
 

















                                                             小島正憲 
Ⅰ．特集：元気な超高齢者 
 １．「111 歳、いつでも今から」   
 ２．「103 歳になってわかったこと」   
 ３．「100 歳の幸福論」 
Ⅱ．特集：クスリ 
 １．「日本人はなぜ、“薬”を飲み過ぎるのか？」   
 ２．「断薬のススメ」   
 ３．「薬が人を殺している」   
 ４．「その薬があなたを殺す！」   
 ５．「薬で治るというウソ」  
 ６．「クスリに殺されない 47 の心得」  
 ７．「病気はクスリでは治らない」  
 ８．「薬があなたの体をダメにする」 
    
Ⅰ．特集 ： 元気な超高齢者 
 
















１．「111 歳、いつでも今から」 後藤はつの著 河出書房新社  2015 年 2 月 28 日 
 副題 ： 「73 歳からの画家デビュー、100 歳越えてニューヨークへ……笑顔のスーパーレディ
の絵とエッセイ」 
帯の言葉 ： 「100 歳なんて、まだまだこれから！ はつのさんは、私にとって人生のモデルで










２．「103 歳になってわかったこと」  篠田桃紅著  幻冬舎  2015 年 4 月 10 日 






















３．「100 歳の幸福論」  笹本恒子著  講談社＋α文庫  2014 年 11 月 20 日 
 副題 ： 「ひとりで楽しく暮らす、5 つの秘訣」   
 帯の言葉 ： 「日々、発見ね」 












ちろん恋」を、実践？しているという。2014 年には、「笹本恒子 100 歳
展」を全国各地で開き、講演活動など多忙な生活に明け暮れている。 
 


























１．「日本人はなぜ、“薬”を飲み過ぎるのか？」 宇多川久美子著 KK ベストセラーズ   
2015 年 4 月 5 日 
 副題：「薬では病気が治らない本当の理由！」  













を置くビッグファーマのグラクソ・スミス・クラインは、2014 年 9 月、中国








日本から 1 兆円強の大儲け。 
・外見は日本製、中身は外国製（中国や韓国を含む）というジェネリック





                   ・日本ではコンビニの数よりも薬局の方がその数が多い時代なのです。 
・誰にでもできる「食習慣」と「歩くこと」、これが薬に頼らない、健康的な
生活を送るための基本です。 
２．「断薬のススメ」  内海聡著  KK ベストセラーズ  2015 年 3 月 25 日 
 副題：「薬の毒を卒業するたった一つの方法」   
 帯の言葉：「すべての薬は毒である！」 






































                  ・社会毒の中ではマーガリンがあげられます。 
 









日に診察される患者の平均数が約 65000 人だったのが、7000 人に制限され
ることになってしまいました。ところがこのストライキ期間中のイスラエル
国内の死亡率は半減しました。 
                   ・精神薬は麻薬と同じ 










                   ・薬は使い方によって、毒にも薬にもなる。 






                   ・風邪薬を飲んでいるのにアルコールをたしなむと、ひどいときは肝臓を破 
壊する。 
                   ・間質性肺炎の症状に咳止めを飲むと、死ぬ可能性がある。 
                   ・頭痛の 80％は肩のゆがみを矯正すれば治る。 
                   ・目の病気は薬よりビタミン剤が効く。 
                   ・水がきれいな今、簡単な傷に、マキロン、ヨードチンキなどの消毒液はい
らない。 
         ・あまちゃんのベビーパウダーは過去のもの。今は汗を拭き取って終わり。 
 
５．「薬で治るというウソ」  名郷直樹著  ビジネス社  2015 年 2 月 1 日 
 帯の言葉：「病気は薬でつくられる！ あなたの不調の原因はクスリにある！？」 















                 ・公費でまかなっている高齢者の薬を早急に減らす。 
                 ・医療も薬も一切拒否して亡くなっていった老人の潔さ。 














                   ・医者はつねに「自分は正しい」という思い込みが激しい職業。 
                   ・多くの医者が製薬メーカーに勧められた薬を言われるがまま患者に処方し 
                   ている。 
                   ・はっきり言うと、病気は薬で完治なんてしません。 
                   ・多くの胃薬はどう効いているのかほとんどわかっていません。 
                   ・うがい薬より水でうがいしたほうが、より効果が高い。 
                   ・予防接種は副作用があるが、効果は絶大！ 
                   ・本来、独立機関で公正であるべき学会が、製薬メーカーと癒着している。 
 
６．「クスリに殺されない 47 の心得」 近藤誠著  アスコム  2015 年 1 月 25 日 
 副題：「体のチカラがよみがえる 近藤流“断薬”のススメ」  
 帯の言葉：「クスリを飲む前にかならず読んでください」 

























７．「病気はクスリでは治らない」 蔡篤俊著 主婦と生活社  2014 年 12 月 19 日 
 副題：「“本当に病気を治す”たったひとつの方法」   
























８．「薬があなたの体をダメにする」 大櫛陽一著  永岡書店 2014 年 12 月 10 日 






























                   ・牛乳やチーズなどの乳製品も積極的に摂ることをおすすめします。 
                   ・トランス脂肪酸を含むマーガリンやショートニングは危険。 
                   ・日本で行われている糖尿病予防対策と治療法は根本的に間違っている。 






円、高血圧関係で 1.7 兆円。 







                                                                                                    















は、まず、中国共産党成立 100 年に当たる 2021 年に小康社会建設を達成し、
国内総生産（GDP）と都市・農村部住民の所得を 2010 年比で倍増する。その






























































































































































2005 年 10.4  12.9 1.8 27.2 1020 28.4 17.6 0.8 ▲0.5 17.6 9.3 
2006 年 11.6  13.7 1.5 24.3 1775 27.2 19.9 ▲5.7 4.5 15.7 15.7 
2007 年 13.0 18.5 16.8 4.8 25.8 2618 25.7 20.8 ▲8.7 18.7 16.7 16.1 
2008 年 9.0 12.9 21.6 5.9 26.1 2955 17.2 18.5 ▲27.4 23.6 17.8 15.9 
2009 年 9.1 11.0 15.5 ▲0.7 31.0 1961 ▲15.9 ▲11.3 ▲14.9 ▲16.9 27.6 31.7 
2010 年 10.3 15.7 18.4 3.3 24.5 1831 31.3 38.7 16.9 17.4 19.7 19.8 
2011 年 9.2 13.9 17.1 5.4 24.0 1549 20.3 24.9 1.1 9.7 13.6 14.3 
2012 年 7.7 10.0 14.3 2.7 20.7 2303 7.9 4.3 ▲10.1 ▲3.7 13.8 15.0 
2013 年 7.7 9.7 11.4 2.6        14.1 
2 月    3.2  153 21.7 -14.9 -35.6 6.3 15.2 15.1 
3 月 7.7 8.9 12.6 2.1 21.5 -9 10.0 14.2 -19.7 5.7 15.7 14.9 
4 月  9.3 12.8 2.4 19.8 182 14.6 16.6 13.9 0.4 16.1 14.9 
5 月  9.2 12.9 2.1 19.7 204 0.9 -0.1 -14.4 0.3 15.8 14.5 
6 月 7.5 8.9 13.3 2.7 19.9 271 -3.3 -0.9 -17.3 20.1 14.0 14.1 
7 月  9.7 13.2 2.7 20.2 178 5.1 10.8 1.2 24.1 14.5 14.3 
8 月  10.4 13.4 2.6 21.4 285 7.1 7.1 -11.7 0.6 14.7 14.1 
9 月 7.8 10.2 13.3 3.1 19.6 152 -0.4 7.4 -16.8 4.9 14.2 14.3 
10 月  10.3 13.3 3.2 19.2 311 5.6 7.5 -8.2 1.2 14.3 14.1 
11 月  10.0 13.7 3.0 17.6 338 12.7 5.4 -9.3 2.3 14.2 14.2 
12 月 7.7 9.7 13.6 2.5 17.2 256 4.3 8.6 -3.4 -42.6 13.6 14.1 
2014 年             
1 月    2.5 19.8 319 10.5 10.8 -8.6 -4.5 13.2 14.3 
2 月    2.0  -230 -18.1 10.4 1.3 4.0 13.3 14.2 
3 月 7.4 8.8 12.2 2.4 17.3 77 -6.6 -11.3 6.1 -1.5 12.1 13.9 
4 月  8.7 11.9 1.8 16.6 185 0.8 0.7 0.5 3.4 13.2 13.7 
5 月  8.8 12.5 2.5 16.9 359 7.0 -1.7 8.4 -6.6 13.4 13.9 
6 月 7.5 9.2 12.4 2.3 17.9 316 7.2 5.5 10.3 0.2 14.7 14.0 
7 月  9.0 12.2 2.3 15.6 473 14.5 -1.5 14.0 -17.0 13.5 13.4 
8 月  6.9 11.9 2.0 13.3 498 9.4 -2.1 5.2 -14.0 12.8 13.3 
9 月 7.3 8.0 11.6 1.6 11.5 310 15.1 7.2 9.4 1.9 11.6 13.2 
10 月  7.7 11.5 1.6 13.9 454 11.6 4.6 8.7 1.3 12.1 13.2 
11 月  7.2 11.7 1.4 13.4 545 4.7 -6.7 -8.6 22.2 12.0 13.4 
12 月 7.3 7.9 11.9 1.5 12.6 496 9.5 -2.3 6.1 10.3 11.0 13.6 
2015 年             
1 月    0.8  600 -3.3 -20.0 2.2 -1.1 10.6 14.3 
2 月    1.4  606 48.3 －20.8 49.8 0.1 11.1 14.7 
 3 月 7.0 5.6 10.2 1.4 13.1 31 -15.0 -12.9 0.3 1.3 9.9 14.7 
注：1.①「実質 GDP増加率」は前年同期（四半期）比、その他の増加率はいずれも前年同月比である。 
2.中国では、旧正月休みは年によって月が変わるため、１月と 2月の前年同月比は比較できない場合があるので注意 
されたい。また、(  )内の数字は 1月から当該月までの合計の前年同期に対する増加率を示している。 
  3. ③「消費財小売総額」は中国における「社会消費財小売総額」、④「消費者物価指数」は「住民消費価格指数」に
対応している。⑤「都市固定資産投資」は全国総投資額の 86%（2007 年）を占めている。⑥―⑧はいずれもモノの
貿易である。⑨と⑩は実施ベースである。 
出所：①―⑤は国家統計局統計、⑥⑦⑧は海関統計、⑨⑩は商務部統計、⑪⑫は中国人民銀行統計による。 
